
RV34xシリーズルータのバージョン1.0.01.18へ
のファームウェアアップグレード後にWebイン
ターフェイスが応答しない 

要約
 

RV34xシリーズルータのWebインターフェイスは、ファームウェアを1.0.0.33から
1.0.01.18にアップグレードした後に応答しない場合があります。このドキュメントでは、
この問題を強調表示し、ルータを最新のファームウェアにアップグレードする手順を定義し
ています。
  

該当バージョン
 

1.0.01.18
  

指定日
 

May 30, 2018
  

解決日
 

N/A
  

影響を受ける製品
 

RV34xシリーズ
  

Bug ID
 

CSCvk05937
  

問題の説明
 

出荷時のRV34xシリーズルータは、ファームウェアバージョン1.0.0.33を搭載して工場にロ
ードされます。現在、プラットフォームのファームウェアの最新バージョンは1.0.01.18で
す。RV34xシリーズルータのファームウェアをバージョン1.0.0.33から1.0.01.18にアップグ
レードすると、ルータのWebインターフェイスが応答をしないこの問題の詳細については、
ここをクリックしてください。
 
注：テストでは、ファームウェアをバージョン1.0.0.33からバージョン1.0.01.18に直接アッ
プグレードするときに、この問題が切り分けられたと判断しています。バージョン
1.0.01.16または1.0.01.17からバージョン1.0.01.18へのファームウェアのアップグレード中
は発生しない可能性があります。
  

原因

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvk05937


現在、バージョン1.0.01.18に含まれる新機能がこの問題を引き起こしていると考えられて
います。この機能により、ルータで定義されている仮想ローカルエリアネットワーク
(VLAN)ごとのデバイス管理を有効または無効にできます。
  

回避策
 

1.0.0.33からのファームウェアアップグレードを正常に行うには、次の手順を実行します。
 
ステップ 1：表示されたフィールドにユーザ名とパスワードを入力して、ルータのWebベー
スのユーティリティにログインし、[ログイン]をクリックします。
 

 
ステップ2：ルータへのリモートWebアクセスを有効にします。
 
注：ローカルエリアネットワーク(LAN)からルータへのアクセスがファームウェアアップグ
レードの後に失敗した場合は、VLAN1の「Device Management」が無効で、バージョン
1.0.0.33から1.0.01.18へのファームウェアアップグレードが成功した後は編集できません。
 
これを行うには、[Firewall] > [Basic Settings]を選択します
 



 
リモートWeb管理を有効にするには、このチェックボックスをオンにします
 

 
ステップ3：ファームウェアをアップグレードする前に、何らかの操作を行う前に設定をバ
ックアップしておくことをお勧めします。
 
[Administration] > [Config management]を選択します
 



 
[Config Management]テーブルで、[Source File Name]に[Running Configuration]を、
[Destination File Name]に[Startup Configuration]を選択して、実行コンフィギュレーション
ファイルをスタートアップコンフィギュレーションに保存します。[Apply] をクリックしま
す。
 

 
スタートアップコンフィギュレーションをパーソナルコンピュータ(PC)にコピーします。そ
のためには、スタートアップコンフィギュレーションとして[ソースファイル名(Source File
Name)]、PCにダウンロードするダウンロード先ファイル名を選択します。
 

 
注：実行コンフィギュレーションとスタートアップコンフィギュレーションが同じであると
仮定して、実行コンフィギュレーションまたはスタートアップコンフィギュレーションを
PCにダウンロードできます。
 
この例では、スタートアップコンフィギュレーションはPCに保存されます。
 
ステップ4：ルータのファームウェアをバージョン1.0.01.17にアップグレードします。
 
注：RV34Xシリーズルータのファームウェアのアップグレードに関する詳細については、
ここをクリックします。
 
ステップ5：ステップ1のように、グラフィカルユーザインターフェイス(GUI)からルータに
アクセスします。
 

https://sbkb.cisco.com/CiscoSB/ukp.aspx?vw=1&docid=5ea27b1cf4c144be9cd150fe46bf9d45_h_5506.xml&pid=2&respid=0&snid=1&dispid=0&cpage=search


ステップ6：実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションに保存
して、ファームウェアバージョン1.0.01.17でコンフィギュレーションを保存し、「適用」
をクリックします。
 

 
ステップ7：ルータのファームウェアをバージョン1.0.01.18にアップグレードします。
 
ステップ8:LANからルータにアクセスします。
 
 
 
これで、ルータのファームウェアがバージョン1.0.0.33からバージョン1.0.01.18にアップグ
レードされ、正常にアクセスできているはずです。
 
このField Noticeは、この問題を認識し、問題を解決するための最良のソリューションを提
供するためのものです。詳細については、シスコテクニカルサポートにお問い合わせくださ
い。
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